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ニュースフラッシュ

３ shinhidaka 2026‐１

　

み
つ
い
し
農
協
主
催
の

「
第
21
回
み
つ
い
し
枝
肉
共

励
会
」
の
褒
賞
授
与
式
が

11
月
28
日
に
同
農
協
で
開
か

れ
、
庄
司
一
也
さ
ん
（
新
冠

町
）
が
最
高
賞
の
名
誉
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

共
励
会
は
、
み
つ
い
し
牛

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
ら
れ

る
黒
毛
和
牛
の
品
質
向
上
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
、
東
京

食
肉
市
場
の
市
場
関
係
者

に
よ
り
枝
肉
の
厚
さ
や
脂
の

質
・
の
り
方
な
ど
の
審
査
が

行
わ
れ
、
今
年
は
新
ひ
だ
か

町
や
新
冠
町
、
浦
河
町
な
ど

か
ら
選
抜
さ
れ
た
36
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　

庄
司
さ
ん
は
「
子
牛
の
頃

か
ら
大
切
に
育
て
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
高
い
レ
ベ
ル
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　庄
司
一か

ず

也や

さ
ん
が
名
誉
賞
を
受
賞

み
つ
い
し
牛
枝
肉
共
励
会

ア
レ
ア
レ
ア
Ｆ
Ｃ

　
Ｕ
‐
15

初
の
全
道
優
勝
で
２
度
目
の
全
国
へ

11
月
29
日
・
30
日
に
釧
路

市
で
開
か
れ
た
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
31

回
全
日
本
Ｕ
‐
15
フ
ッ
ト
サ

ル
選
手
権
大
会
北
海
道
代
表

決
定
戦
で
ア
レ
ア
レ
ア
Ｆ
Ｃ

が
優
勝
し
、
２
年
連
続
の
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
同
大

会
準
優
勝
を
経
験
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

接
戦
を
勝
ち
切
っ
て
の
初
優

勝
。
全
国
大
会
は
、
１
月
10

日
か
ら
12
日
に
か
け
て
栃
木

県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
竹
内
貴た

か

都と

さ

ん
は
「
全
道
で
は
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
れ
た
。
全

国
で
は
予
選
を
突
破
し
て
優

勝
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
、

大
野
町
長
は
「
一
体
感
を
持

ち
な
が
ら
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
ず
全
力
で
楽
し
む

わ
ん
ぱ
く
教
室
運
動
会
・
も
ち
つ
き

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の

わ
ん
ぱ
く
教
室
運
動
会
・

も
ち
つ
き
が
12
月
13
日
に

公
民
館
で
開
か
れ
、
小
学

生
37
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

運
動
会
は
、
４
チ
ー
ム

対
抗
で
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー

ム
や
障
害
物
リ
レ
ー
な
ど

４
種
目
を
実
施
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
た
静
内
高
校
野
球
部
の

生
徒
も
加
わ
り
、
全
力
で

走
り
回
っ
て
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

運
動
会
で
お
腹
を
空

か
せ
た
後
は
、
も
ち
つ
き

や
き
な
粉
作
り
な
ど
を
体

験
。
児
童
ら
は
、
高
校
生

の
力
強
い
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
つ
い
た
も
ち
を
自
分

た
ち
で
丸
め
、
お
雑
煮
や

き
な
粉
も
ち
に
し
て
笑
顔

で
頬
張
り
ま
し
た
。　

タップして生涯学習課のInstagramをチェック▼
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北海道社会貢献賞（統計功労）

北海道社会貢献賞（社会事業関係功労）

日高振興局長表彰（社会福祉関係）

秋の叙勲‐瑞宝双光章（消防功労）‐

危険業務従事者叙勲‐瑞宝双光章（警察功労）‐

　平成13年２月に社会福祉法人延出福祉会の理事に就任

して以来、監事などの役職を歴任し、24年の長きにわた

り法人の運営に関わり安定的な経営に向け建設的な意見

を述べ、事業運営を支えられました。

　下司さんは「大変光栄な賞をいただき、感謝していま

す。地域の子どもたちのために非力ですが取り組んでき

ました。これからも地域一丸となって頑張っていきたい

です」と述べました。

下司 政
ま さ

美
み

さん (64)

　昭和56年２月から令和６年12月にかけて、国勢調査を

はじめ、農業基本調査など多数の統計調査に熱意と責任

感をもって従事され、正確かつ迅速な調査に尽力すると

ともに、地域の方への誠実な対応により信頼関係を構築

し、統計業務の円滑な実施に貢献されました。

　桑嶋さんは「このような賞をいただき、とてもありが

たい気持ちです。家族や協力いただいたみなさまのおか

げで長く続けることができ感謝しています」と述べました。

　昭和50年10月に静内消防団に入団し、分団長や団長な

どを歴任され、退団するまでの47年余りの長きにわたり、

豊富な知識と経験をもって、団員の指導育成および消防

技術の向上に尽力され、災害発生時には的確な判断力と

優れた洞察力で被害を最小限にとどめました。

　阿部さんは「叙勲を賜ったことは大変光栄に思います。

今後も団員が活動を続けられるように応援しながら、健

康で社会に尽くしていきたいです」と述べました。

元 日高中部消防組合静内消防団長

　昭和45年４月に北海道警察に採用されて以来、静内警

察署や美深警察署勤務などを経て平成20年に豊平警察署

に配属。警部として平成23年に退職するまでの長きにわ

たり、交通捜査や交通指導などの業務に従事されました。

　藤柳さんは、「交通捜査に携わることが多く、加害者・

被害者両方の気持ちに寄り添うことを心がけていました。

同僚や上司の支えはもちろん、夜中の呼び出しや泊りが

けでの勤務が多い中でも、家族がいたからこそ仕事に打

ち込むことができ、感謝しています」と述べました。

元 北海道警部

桑嶋 峰
み ね

雄
お

さん (74)

阿部 幸
ゆ き

男
お

さん (74)

藤柳 芳
よ し

人
と

さん（74）

　11月14日に北海道日高振興局長表彰の伝達式が静内庁

舎で行われ、石岡輝男さん、泊範子さんの２人が、長年

にわたり民生委員児童委員として地域福祉の向上に貢献

した社会福祉事業功労者として表彰されました。

　伝達式では、日高振興局の河端くらし・子育て担当部

長から２人へ表彰状が手渡されました。

　河端部長は「高齢化が進む中で、長い間地域のために

貢献していただいて感謝しています」と話しました。

石岡 輝
て る

男
お

さん (77) ※写真左 ／ 泊 範
の り

子
こ

さん (67) ※写真右

絵
本
と
工
作
で

ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
13
日
に
総
合
町
民

セ
ン
タ
ー
で
「
と
し
ょ
か

ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
か
れ
、
７
組
20
人
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
掛
け
声
と
と
も

に
物
語
が
進
む
『
ク
リ
ス

マ
ス
バ
ス
』
や
大
型
絵
本

『
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ

キ
』
の
読
み
聞
か
せ
、
ラ

イ
オ
ン
く
ん
が
お
使
い
に

出
か
け
る
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
鑑
賞
。
そ
の
後
の

工
作
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ラ
ー
の
モ
ー
ル
を
星
や

ハ
ー
ト
な
ど
思
い
思
い
の

形
に
し
、
カ
ラ
フ
ル
な
ス

パ
ン
コ
ー
ル
や
ビ
ー
ズ
な

ど
で
飾
り
付
け
、
世
界
に

一
つ
の
「
き
ら
き
ら
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
」
を
作
り
、
ひ

と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を

楽
し
み
ま
し
た
。
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